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論文内容要旨
自発模倣とは、観察した他者の行為(または行動)を自ら再現する能力であり、人間の発達に
とってかけがえのない能力の一つであるといわれている。自発模倣の能力は、母国語の習得や道
具の使用、社会相互作用の獲得など、子どものあらゆる面における発達において前提となってい
る。これまでの模倣の神経基盤に関わる先行研究では、模倣における‘自発性'に関わる研究より
も、模倣の遂行自・体の神経基盤についての研究(例えば、古典的なミラーニューロンシステムに
関する研究)が多かった。
そこで本研究では、自発的な模倣の駆動に関わる神経基盤を明らかにすることを目的とした。
被験者は、 functional magnetic resonance imaging (機能的磁気共鳴画像法; fMRI)実験中に、
複数の意味のない両手動作を観察し、その後その動作を模倣した。被験者は、白1RI 撮像後に再
度それらの動画を見て、各動作に対する主観的な“模倣したさ"の程度を評価した。本研究では、
模倣したさ得点と相関する脳賦活領域を調べた。また、模倣したさそのものに起因する脳活動を、
模倣したさを促進する何らかの明示的な「理由 J に起因する脳活動から区別するために、そうい
った理由を測定する質問紙をあらかじめ作成した。このような理由の主要な因子として、(動作に
対する)馴染み、(動作模倣を行うことに対しての)難しさ、(動作の)リズム、が因子分析によっ
て抽出された。被験者は各動作について、これらの因子についても評価を行った。
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解析の結果、模倣したさ得点に相関を示す脳賦活領域は、模倣中にのみ現れ、その中で活動と
の相関が模倣したさ得点のみに対して有意(明示的な理由因子とは無相関)な領域は、右の前帯
状皮質 (ACC) であることが明らかになった。これまで、のサルや人間の先行研究から、この領域
は、自発的な運動選択に関わる吻側の帯状皮質運動野 (CMAr)に相当する可能性が示唆された。
本研究では、自発模倣の神経基盤の重要な要素を明らかにした。この右の ACC の領域が、模
倣の発動に関して馴染みがなく、意味のない動作を自発的に模倣する際に極めて重要であること
を示唆する。これらのデータは、子どもの自発模倣の発達の理解や、模倣の障害が特徴的な自閉
症の病態理解に役立つ可能性がある。
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本研究は、健常若年者を対象に、模倣の‘自発性'に関わる神経基盤を functional magnetic resonance 
imaging (機能的磁気共鳴画像法;白血1)の手法を用いて調べた。この自発模倣の能力は、母国語の習得や道具
の使用、社会相互作用の獲得など、子どもの発達において前提とされている。これまで、の模倣の神経基盤に関
わる先行研究は、模倣の遂行時に働く神経基盤を調べるために、観察時や実行時と比較して明らかにする、と
いう研究が多かった。一方で、本研究では、冒頭で述べたように模倣の自発性に着目し、“模倣したさ"という
被験者の主観的評価を用いて模倣欲求に関わる脳活動を調べたところに大きな特徴がある。
42 名の被験者は、岱1RI 実験中に、複数の意味のない両手動作を観察し、その後その動作を模倣した。被験
者は、品1RI 撮像後に再度それらの動画を見て、各動作に対する主観的な“模倣したさ"の程度を評価した。本
研究では、模倣したさ得点と相関する脳賦活領域を調べた。また、純粋な模倣したさに関わる脳活動を、模倣
したさを促進する何らかの明示的な「理由 J に起因する脳活動から区別するために、そういった理由を測定す
る質問紙をあらかじめ作成した。主要な因子は、(動作に対する)馴染み、(動作模倣を行うことに対しての)難
しさ、(動作の)リズムであった。
解析可能な 37 名の被験者(平均年齢 20.8 歳土1.5 SD)の解析の結果、模倣したさ得点に相聞を示す脳賦活領
域は、模倣中にのみ現れ、その中で活動との相闘が模倣したさ得点のみに対して有意(明示的な理由因子とは
無相関)な領域は、右の前帯状皮質(ACC) の後方部で、あった。この右の ACC の後方部領域が、模倣の発動
に関して馴染みがなく、意味のない動作を自発的に模倣する際に極めて重要であることを示唆した。
模倣の欲求という、新しい視点での脳機能解析で研究テーマとして新規性がある。得られた結果は興味深く、
子どもの自発模倣の発達の理解や、模倣の障害が特徴的な自閉症の病態理解に役立つ可能性がある。よって，
本論文は博士(医学)の学位論文として合格と認める。
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